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1． 緒言 
当研究室はスポットレーザ溶融静電紡糸装置を開発し、これを用いて種々のロッド状高分子材料
から繊維作製を試みてきた．その結果、1μm 以下のナノ繊維を作製出来ることが明らかになったが、
繊維マットの均整度さらなる繊維の細径化が課題として浮かび上がった．本研究は、マットの均整度
を上げることを目的に、装置を改
良し紡糸実験を試みた． 
2．実験方法 
2-1 新規紡糸装置の作製 
 図１に示すような紡糸装置
を開発した．装置の特徴は、
レーザビームをレンズ系で帯
状(幅 150mm)にして、高分子シ
ートの先端に照射して帯状の
溶融部を作り、そこに高電圧
を印加して紡糸する方法である．その結果、繊維形
成源(テーラーコーン)がほぼ 5-7mm 間隔で多数でき、
そこから繊維が捕集板の方向に向かって吐出するこ
とが明らかになり、ナノファイバーの量産化に目処
が付いた． 
2-2  試料 
種々の厚さを有する EVOH(エチレンビニルアルコー
ル共重合体) シートを作製し、それを高分子シートとし
た．また、ナイロン６シートも試料とした． 
3．結果と考察  
 図２は、EVOH シートから作製された繊
維の一例である．シート厚さを薄くする
ことにより 1μm 以下の繊維径を得られ
る事が分かった． 
図３は、紡糸時の溶融部の温度の時間
変化を計測した結果である．溶融部で大
きな温度変化を伴う事が明らかになった． 
４．結論と今後の展望 
 本実験装置の有用性が明らかになった．
今後種々の試料に対して繊維作製を試み、 
繊維マットの均整度とフィルター特性を評価する． 
 Fig.3 溶融部の温度計測結果 
(A) T = 1mm,  D = 1.6μm, σ = 0.8μm (B) T = 0.75mm,  D = 1.4μm,σ = 0.4μm
(C) T = 0.5mm,  D = 800nm, σ = 0.4μm
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Fig.2 繊維作製例
